
4 5• 土壊調査

1.試験担当者

本場士じょう部長 橋 本 与 良ほか

北海JS支鬼造林部土じょう研究室長 原 田 洗

東北支場育林部長 山 谷 孝 一

関西支缪"土じょう研究室処 河 田 弘

四国支場”士じょう研究室長 下野回 正

九州支場 〃土土じょう研究室長 孝 介

2•試験目的

国柚;士培調査申楽の推選およびその技術向上をはかること。また土培調杏成果の多角的利用 

を計るために訓を成果の址域的ならぴ1て全国的とりまとめ方法を検討する。

5.昭和4 4年质の経過とえられた結果

I現址指導ならびに瓶鶴

牝見,带広,幅川,和幌,肯森,秋田,大皈,乾知,威本

2. 密告書の審査および土埃図印刷の指導報吿書の寮がX21部笋必を終了した,また各営林局 

で行なう士壤図印拂業務の技術指鴻および図式の調整,校正の一部を哭施した。

3. 分析

低山帯褐色森林土,亜离山带土壤釣1〇 〇点の化学分析を行ないその一部を終了した。

4. 母材家別

上記材料のうち代表断面試科約6 〇点につき一次,二次鉱物雄成の検定を行なった。

5. 森林土推断面図集(in)準備

低山帯端色森林土 5断面,亜熱帝性土壌6断面の菟集を行なった。

6. 中,小縮尺土培図糧算の検討

既往成果を用い・1/5 0万,1/2 〇万土培図の部分的編氛を行ない,谷スケールに適合

するリージェントについて検針を加えたc
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4.昭和4 5年度の試験計画

1. 现地指導および協議

嘛一次哗我实拖中の北海道5局,前捺,皿本!cついては?R点的に継般施する,他局Kつい 

ては立拙版,生産力諏耆に関する指導および詡杏成染のとりまとめ•培城別士壤図作成など忙 

対する技術指導と漏窓を行なう 〇

2. 報告溶の審春は約20-3 0報吿分灾施千定

3. 分析,母材鑑那七凯年度未了頂目およびあらたに約10 〇点スついて実施予定

4. 森林土携断面図象(in)讃備は低山帯御色森林士•侍殊士壊などについて縫続菟集と検討を 

行なう〇

5. 中,小縮尺土壇図鶴蹂の検肘については前年度に引錠きモデル地せをえらび,リージアント 

との関係址域区分などについて検肘を行なう。

6. 特睇土撰については,うら日本批城の技膚クライ化森：钵土爆の特性祭明に宙点をおき検討を 

開始する。
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